
（別紙３）

～ 2025年11月1日

（対象者数） 20 （回答者数） 16

～ 2025年11月1日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

様々な観点からご本人が意欲的に取り組めるようにプ

ログラムを行い、楽しみながら課題がクリアできる支

援や療育を提供いたします。

2

関係者等との連携を図りながら情報共有を図り、統一

したサポート体制ができるようにしていきます。ま

た、年齢に応じて自立へ向けた支援も統一できるよう

にしていきます。

3

保護者の方々の困り感等、支援会議等で共有していた

だいた事を関係者と統一し、チームでサポートしてい

きます。

4
動きの多様化やお子様の発達段階に応じた運動遊びの

提供を行っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

こちらから招待する事の課題や問題点はあるが、地域

のイベント等へ参加させてもらう事を行い、交流が持

てるようにしています。

2
引き続き、事業所通信、ブログを活用して解りやすく

お伝えします。

3
保護者研修会を開催する事が難しい為、冊子等で療育

や発達障がいの特性等をお伝えしています。

運動遊びを主軸とした療育の実施

屋内での運動遊びに加え、地域の資源（公園や体育館

等）を活用し、感覚統合の視点も入れ運動遊びを行って

います。

保護者会、保護者の研修会等

事業所にお子様が来られている時間、帰宅後の時間帯な

ど保護者の方との時間調整に難しさがあり、開催する時

間帯の取りづらさがあります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

開かれた事業所作り

地域の方々に知って頂きたいが、現在通所している利用

者の中には通っていることを知られたくない等、配慮す

る必要があります。

避難訓練、各研修、安全計画の周知
周知をしておりますが、内容等の見えづらさがあるよう

でした。

ご家族へのサポート

○保護者評価有効回答数

2025年10月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年11月11日

相談があった場合にはご家族の思いに寄り添い、場合に

よっては関係者へも相談しつつ、できるだけお応えでき

るよう努力しております。

可能な限り、臨時利用をお受けできるよう体制を整えま

す。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

専門職（保育士・作業療法士）を配置しています。

専門的視点で、個別および集団支援を行っています。専

門的計画書を元に個々の課題に対して、1人1人に合っ

た支援方法を提供しています。

充実した活動支援プログラムの構築ができています 。

５領域を踏まえて月案から週案へ丁寧に落とし込みを行

いスタッフの強みを活かし、お子様の発達状況に応じた

支援を行っています。

放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス

○事業所名 ひふみ中野たかおか教室

○保護者評価実施期間 2025年10月8日

事業所における自己評価総括表公表


